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わが
を
語
る

市
　

上
山
市
は
、
蔵
王
な
ど
の
豊
か
な
自

然
や
お
い
し
い
食
、
温
泉
、
上
山
城
、

歌
人
・
斎
藤
茂
吉
な
ど
の
地
域
資
源
や

魅
力
が
た
く
さ
ん
詰
ま
っ
た「
宝
箱
」

で
す
。

　

果
樹
栽
培
が
盛
ん
で
、
サ
ク
ラ
ン
ボ

や
ラ
・
フ
ラ
ン
ス
、
干
し
柿
な
ど
良
質

な
農
産
物
の
ほ
か
、
高
品
質
な
ワ
イ
ン

が
特
産
品
で
、
多

く
の
方
々
か
ら
高

い
評
価
を
得
て
い

ま
す
。

　

ま
ち
な
か
で

は
、
新
た
な
食
事

処
や
ワ
イ
ナ
リ
ー

な
ど
の
個
性
的
で

魅
力
あ
る
出
店
が

増
え
て
い
る
ほ

か
、
マ
ル
シ
ェ
な

ど
の
イ
ベ
ン
ト
も

数
多
く
開
催
さ

れ
、
訪
れ
る
た
び
に
変
化
を
楽
し
め
る
、

「
新
し
い
ワ
ク
ワ
ク
が
次
々
に
生
ま
れ

る
ま
ち
」に
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

優
れ
た
地
域
資
源
を
つ
な
ぎ
、

継
承
し
て
い
く
た
め
に

　

本
年
の
４
月
に「
第
８
次
上
山
市
振

興
計
画
」が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
将

来
都
市
像
は「
つ
な
が
り
つ
な
げ
る　

い
ろ
ど
り
の
ま
ち　

か
み
の
や
ま
」。
日

常
生
活
に
あ
る「
当
た
り
前
」が
、
実
は

貴
重
な
地
域
資
源
で
あ
り
、
そ
れ
に
気

付
き
活
か
す
人
も
地
域
資
源
と
い
う
考

え
の
下
、
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
市

民
を
増
や
し
、
つ
な
が
り
の
輪
を
広
げ

な
が
ら
、さ
ら
に
次
の
世
代
へ
継
承
・
発

展
さ
せ
て
い
く
こ
と
で「
彩
り
輝
く
ま

ち
」に
し
て
い
く
と
い
う
思
い
を
表
し

て
い
ま
す
。 

　

こ
れ
か
ら
の
時
代
は「
市
民
総
世
代

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」
が
大
切
で
す
。

ま
ち
づ
く
り
を「
自
分
ゴ
ト
」
と
し
て

捉
え
、
参
加
す
る
市
民
を
増
や
し
、
市

民
と
共
に
創
る「
協
創
型
の
ま
ち
づ
く

り
」に
よ
り
、
ほ
か
に
は
な
い「
価
値
を

創
造
」し
、
市
民
の
満
足
度
を
向
上
さ

せ
る
こ
と
で「
住
む
こ
と
が
楽
し
い
ま

ち
」に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
市
民
と
行
政
が
一
体
と
な
り
、

考
え
、
行
動
し
、
市
民
全
て
の
世
代
が

「
チ
ー
ム
上
山
」と
な
り
小
さ
く
と
も
少

し
ず
つ
変
化
を
起
こ
し
て
い
き
ま
す
。

　

将
来
都
市
像
の
実
現
に
向
け
、
行
政

が
重
点
的
に
取
り
組
む
主
要
施
策
と
し

て
、「
教
育
」「
健
康
」「
ま
ち
づ
く
り
」の

三
つ
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
可
能
性
を
引
き
出
す

教
育
環
境
の
整
備

　

教
育
で
は
、
一
人
一
人
の
成
長
に

合
っ
た
学
び
の
場
を
つ
く
り
、
子
ど
も

た
ち
の
可
能
性
を
引
き
出
す
取
り
組
み

の
一
環
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
で

学
校
へ
の
行
き
づ
ら
さ
を
感
じ
て
い
る

児
童
生
徒
た
ち
が
、
自
信
を
持
っ
て
学

べ
る
環
境
を
整
え
る
た
め
、
令
和
７
年

４
月
に
、
県
内
初
と
な
る「
学
び
の
多

様
化
学
校
」の
開
校
を
目
指
し
た
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
で
活
躍
す

る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
高
め
る

た
め
、
市
立
保
育
園
に
お
け
る
英
語
教

育
推
進
事
業
を
開
始
す
る
ほ
か
、
小
中

学
校
で
は
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
や
地
域
お
こ
し
協

力
隊
に
加
え
、英
語
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
な
ど
を
新
た
に
配
置
し
、
小
中
学

生
か
ら
英
語
に
慣
れ
親
し
む
環
境
を
整

つ
な
が
り
つ
な
げ
る　

 
い
ろ
ど
り
の
ま
ち　
か
み
の
や
ま

上か
み
の
や
ま山
市（
山
形
県
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え
、
本
市
の
魅
力
を
英
語
で
伝
え
る
こ

と
が
で
き
る
力
を
育
成
し
て
い
ま
す
。

市
民
が
自
発
的
に
取
り
組
む

健
康
づ
く
り
の
推
進

　

健
康
で
は
、
本
市
の
健
康
事
業
の
主

軸
で
あ
る「
か
み
の
や
ま
健
康
ポ
イ
ン

ト
事
業
」に
よ
り
、
楽
し
み
な
が
ら
取

り
組
む
健
康
づ
く
り
を
推
進
し
、
自
ら

の
健
康
管
理
や
運
動
習
慣
の
定
着
、
さ

ら
に
は
地
域
の
ヘ
ル
ス
リ
テ
ラ
シ
ー
の

向
上
を
図
る
ほ
か
、
勤
務
終
了
後
に
健

康
教
室
を
開
催
す
る
な
ど
、
働
き
世
代

が
参
加
し
や
す
い
環
境
を
整
備
し
ま

す
。
ま
た
、
地
域
の
健
康
づ
く
り

を
市
民
自
身
が
担
う「
健
康
マ
イ

ス
タ
ー
」を
育
成
し
、
市
民
力
を

活
か
し
た
健
康
施
策
を
推
進
し

ま
す
。

　

ま
た
、
疾
病
予
防
対
策
と
し
て
、
子

宮
頸け
い

が
ん
検
診
お
よ
び
乳
が
ん
検
診
な

ど
に
加
え
、
新
た
に
が
ん
検
診
の
ス

タ
ー
ト
年
齢
で
あ
る
40
歳
の
方
へ
市
独

自
の
助
成
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
糖

尿
病
お
よ
び
高
血
圧
症
な
ど
の
予
防
の

た
め
の
取
り
組
み
を
継
続
す
る
こ
と

で
、検
診
の
動
機
付
け
、意
識
変
容
、行

動
変
容
を
促
し
て
い
ま
す
。

協
創
で
進
め
る 

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

　

ま
ち
づ
く
り
で
は
、
か
み
の
や
ま
温

泉
駅
東
エ
リ
ア
に
あ
る
工
場
跡
地
な
ど

の
低
未
利
用
地
に
つ
い
て
、
市
民
と
検

討
を
重
ね「
健
康
」「
子
育
て
」「
交
流
」

「
環
境
」「
景
観
」の
五
つ
の
魅
力
を
持
つ

「
駅
東
エ
リ
ア
整
備
基
本
構
想
」を
策
定

し
ま
し
た
。
エ
リ
ア
内
に
は
、
官
民
が

連
携
し
、
住
宅
地
と
公
園
が
一
体
と

な
っ
た「（
仮
称
）駅
東
パ
ー
ク
タ
ウ
ン
」

の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
公
園
を
活

か
し
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
が
集
い

日
常
的
な
に
ぎ
わ
い
が
創
出
さ
れ
る

よ
う
、
市
民
と
共
に
考
え
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
な
が
ら
ト
ラ
イ
ア

ル
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
整
備
に
必

要
な
設
計
や
工
事
な
ど
を
行
い
、
上
山

市
な
ら
で
は
の
豊
か
な
暮
ら
し
の
実
現

を
目
指
し
ま
す
。

　

か
み
の
や
ま
温
泉
駅
西
エ
リ
ア
に
お

い
て
は
、
上
山
城
を
中
心
と
し
た
歴
史

的
ま
ち
並
み
な
ど
を
最
大
限
に
活
用
し

な
が
ら
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
と
連
携
し

て
交
流
の
場
を
設
け
、
に
ぎ
わ
い
の
創

出
を
図
る
な
ど
、
エ
リ
ア
内
へ
人
流
を

誘
導
し
回
遊
性
を
高
め
な
が
ら
魅
力
の

再
創
出
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

官民連携で整備する「（仮称）駅東パークタウン」

歩いて かざして ポイントをためる「健康ポイント事業」

◆ 

面
積　
　

２
４
１
㎢

◆ 

人
口　
　

２
万
７
８
３
６
人

◆ 

世
帯
数　
１
万
１
２
５
３
世
帯

〔
将
来
都
市
像
〕
つ
な
が
り
つ
な
げ
る　

い

ろ
ど
り
の
ま
ち　

か
み
の
や
ま

〔
ま
ち
の
特
徴
〕
自
然
や
果
物
、
温
泉
、
上

山
城
、
歌
人
・
斎
藤
茂
吉
な
ど
、
地
域
資
源

や
魅
力
が
た
く
さ
ん
詰
ま
っ
た
ま
ち

〔
特
産
品
〕
ラ
・
フ
ラ
ン
ス
、
ブ
ド
ウ
、
サ

ク
ラ
ン
ボ
、
干
し
柿
、
ワ
イ
ン　

な
ど

〔
観
光
〕
上
山
城
、
斎
藤
茂
吉
記
念
館
、
春

雨
庵
、
武
家
屋
敷
、
楢
下
宿
、
蔵
王
高
原
坊

平　

な
ど

〔
イ
ベ
ン
ト
〕
上
山
市
民
俗
行
事　

加
勢
鳥
、

山
形
ワ
イ
ン
バ
ル
、
ス
マ
イ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
☆
か
み
の
や
ま
、
け
や
き
の
森
の
お
ま
つ

り　

な
ど

上山市長
山本幸靖

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

※面積は国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」に、
　人口・世帯数は「住民基本台帳」による。

山形市

上山市
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わが
を
語
る

市
は
じ
め
に

　

足
利
市
は
、
栃
木
県
の
南
西
部
に
あ

り
首
都
圏
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
良
好
な
ま

ち
で
す
。
南
部
に
広
が
る
関
東
平
野
で

は
、
渡
良
瀬
川
の
清
ら
か
な
水
と
豊
富

な
日
照
に
恵
ま
れ
た
肥ひ
よ
く沃

な
大
地
で
、

ト
マ
ト
や
イ
チ
ゴ
、ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
な

ど
の
農
作
物
が
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
春
の
大
藤

や
冬
の
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
が
世
界
的
に

も
有
名
な「
あ
し
か

が
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
」

や
、
世
界
の
首
脳
が

集
ま
る
サ
ミ
ッ
ト
で

も
振
る
舞
わ
れ
た
ワ

イ
ン
を
製
造
す
る「
コ

コ
・
フ
ァ
ー
ム
・
ワ
イ

ナ
リ
ー
」
な
ど
の
観

光
ス
ポ
ッ
ト
や
、
歴

史
あ
る
文
化
遺
産
を
美
し
く
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
し
夜
景
観
光
と
し
て
楽
し
む

「
足
利
灯
り
物
語
」、
足
利
の
緑
豊
か

な
自
然
の
中
を
駆
け
抜
け
る
「V

élo.
A

shikaga 

サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ス
タ
」
な

ど
魅
力
あ
ふ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
で
、
来
訪

者
を
魅
了
し
て
い
ま
す
。

歴
史
文
化
遺
産
の
活
用

　

本
市
は
、
室
町
幕
府
を
開
い
た
足
利

氏
発
祥
の
地
で
あ
り
、
国
宝「
鑁ば
ん
な
じ

阿
寺
」

な
ど
の
足
利
氏
ゆ
か
り
の
寺
社
や
、
日

本
最
古
の
学
校
で
あ
る
日
本
遺
産「
史

跡
足
利
学
校
」、産
業
と
縁
結
び
の
神
様

を
祭
る「
足
利
織
姫
神
社
」な
ど
、
本
市

な
ら
で
は
の
歴
史
文
化
遺
産
が
数
多
く

残
さ
れ
て
お
り
、
大
切
に
守
っ
て
い
く

べ
き
宝
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
足
利
学
校
で
打
た
れ
た
と

伝
わ
る
、
本
市
ゆ
か
り
の
刀
剣『
山
姥

切
国
広
』を
新
た
な
宝
に
加
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。刀
工
・
国
広
の
最
高
傑

作
と
い
わ
れ
る
希
代
の
名
刀
で
、
国
の

重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

前
所
有
者
さ
ま
の
深
い
ご
理
解
の
も

と
、「
山
姥
切
国
広　

縷る

る縷
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」を
立
ち
上
げ
、本
年
３
月
に
公
益
財

団
法
人
足
利
市
民
文
化
財
団
に
お
い
て

取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
現
在
、

令
和
７
年
２
月
に
向
け「
山
姥
切
国
広

特
別
展
」の
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
貴
重
な
歴
史
文
化
遺
産
を

大
切
に
守
り
、
生
か
し
な
が
ら
、
観
光

誘
客
を
図
り
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に

つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

産
学
官
連
携
に
よ
る 

教
育
Ｄ
Ｘ
の
推
進

　

Ｄ
Ｘ
は
、
持
続
可
能
な
自
治
体
運
営

の
た
め
に
と
て
も
有
効
な
手
法
で
す

が
、
こ
の
分
野
は
、
専
門
的
な
知
識
を

必
要
と
す
る
こ
と
か
ら
、
民
間
企
業
が

持
つ
経
験
や
ス
キ
ル
、
ス
ピ
ー
ド
感
を

取
り
入
れ
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
あ

る
と
感
じ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
自
治
体
Ｄ
Ｘ
を
加
速
さ
せ

誇
り
高
く　
仁（
ひ
と
）を
育
み　

 
挑
戦
し
続
け
る
ま
ち

足あ
し
か
が利
市（
栃
木
県
）�
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市
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か
わ川
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お
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で秀
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史跡足利学校　学校門

刀剣「山姥切国広」
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る
た
め
に
、地
元
企
業『A

eroEdge

株

式
会
社
』の
役
員
に
Ｃ
Ｉ
Ｏ
補
佐
官
に

就
任
い
た
だ
き
ま
し
た
。
豊
富
な
経
験

に
基
づ
い
た
助
言
の
下
、『
書
か
な
い
窓

口
』や『
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
シ
ス
テ
ム
』

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
史
跡
足
利
学
校
が
あ
る

「
学
び
の
ま
ち
」
な
ら
で
は
の
取
り
組

み
と
し
て
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
教
育
分

野
に
も
積
極
的
に
展
開
す
る
た
め
、
令

和
５
年
に
デ
ロ
イ
ト 
ト
ー
マ
ツ 

コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
合
同
会
社
、
足
利
大
学
、

A
eroEdge

株
式
会
社
と『
教
育
Ｄ
Ｘ

の
推
進
に
関
す
る
連
携
協
定
』を
締
結

し
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
を
機
に
、「
児
童
生
徒
一
人

一
人
に
合
っ
た
個
別
最
適
化
し
た
学
び
」

と「
利
用
者
中
心
の
教
育
環
境
」の
実
現

に
向
け
、『
Ａ
Ｉ
ド
リ

ル
』や『
採
点
業
務
支

援
シ
ス
テ
ム
』
を
小

中
学
校
に
導
入
す
る

と
と
も
に
、
株
式
会

社
セ
ー
ル
ス
フ
ォ
ー

ス
・
ジ
ャ
パ
ン
の
協
力

を
得
て
、
学
習
状
況
、

成
績
な
ど
を
可
視
化

す
る「
教
育
ダ
ッ
シ
ュ

ボ
ー
ド
」
の
運
用
も

開
始
し
、
客
観
的
な

デ
ー
タ
に
基
づ
く
教
育
環
境
の
改
善
と

学
力
向
上
、
自
学
自
習
の
精
神
の
育
成

を
図
っ
て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

　

ま
ち
に
活
気
を
も
た
ら
し
、
市
民
の

一
体
感
を
生
み
出
し
て
く
れ
る
ス
ポ
ー

ツ
の
力
を
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
す
た
め
、

宇
都
宮
ブ
レ
ッ
ク
ス（
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
）、
宇
都
宮
ブ
リ
ッ
ツ
ェ
ン（
サ
イ
ク

ル
ス
ポ
ー
ツ
）、
栃
木
シ
テ
ィ
フ
ッ
ト

ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ（
サ
ッ
カ
ー
）と
そ
れ
ぞ

れ
包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
が
試
合
を
観
戦
し
、
さ
ら

に
直
接
指
導
を
受
け
る
な
ど
、
心
に
残

る
素
晴
ら
し
い
体
験
を
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
５
年
に
は
、
Ｖ
リ
ー
グ
参
入
が

決
定
し
た
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム

「
レ
ー
ヴ
ィ
ス
栃
木
」と
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン

パ
ー
ト
ナ
ー
協
定
を
締
結
し
、
本
市
で

ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
が
開
催
さ
れ
る
予
定
で

す
。
ス
ポ
ー
ツ
の
力
が
、
将
来
を
担
う

子
ど
も
た
ち
の
成
長
の
一
助
に
な
る
と

信
じ
、
市
民
と
共
に
応
援
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

お
わ
り
に

　

私
は
、
少
子
高
齢
化
に
伴
う
人
口
減

少
社
会
の
中
で
も
、
ま
ち
づ
く
り
に
お

い
て
、「
未
来
志
向
で
あ
る
こ
と
」
と

「
挑
戦
を
続
け
る
こ
と
」
を
大
切
に
し

て
い
ま
す
。

　

本
年
４
月
、「
子
ど
も
家
庭
セ
ン

タ
ー
」を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。子
育
て
世

代
に
選
ば
れ
る
ま
ち
を
目
指
し
て
、
出

会
い
か
ら
結
婚
、
妊
娠
、
出
産
、そ
し
て

子
育
て
ま
で
の
間
、
各
種
施
策
を
展
開

し
、切
れ
目
な
く
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
若
手
職
員
に
よ
る
少
子
化
対
策

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
組
織
し
、
地

域
ア
プ
ロ
ー
チ
の
手
法
を
深
化
さ
せ
、

具
体
策
の
議
論
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

企
業
立
地
を
促
進
し
産
業
振
興
を
図

る
こ
と
は
、
雇
用
の
創
出
は
も
と
よ

り
、
移
住
定
住
や
地
域
経
済
活
性
化
な

ど
、
本
市
の
活
力
を
持
続
的
に
発
展
さ

せ
る
上
で
極
め
て
重
要
で
す
。
そ
こ

で
、
新
た
な
産
業
団
地
開
発
に
向
け
、

産
業
用
地
の
確
保
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

　

こ
う
し
た
未
来
志
向
の
挑
戦
を
続
け

る
こ
と
で
、
誇
れ
る
ま
ち
足
利
の
実
現

に
向
け
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

教育DXに関する連携協定

足利市長
早川尚秀

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

※面積は国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」に、
　人口・世帯数は「住民基本台帳」による。

◆ 

面
積　
　

１
７
７
・
76
㎢

◆ 

人
口　
　

14
万
５
７
３
人

◆ 

世
帯
数　
６
万
３
６
８
４
世
帯

〔
将
来
都
市
像
〕
誇
り
高
く　
仁
（
ひ
と
）
を

育
み　

挑
戦
し
続
け
る
ま
ち
足
利

～
次
代
の
子
ど
も
た
ち
に
、
今
の
私
た
ち
が

つ
な
ぐ
未
来
～

〔
ま
ち
の
特
徴
〕
足
利
氏
発
祥
の
地
で
あ
り
、

多
く
の
歴
史
文
化
遺
産
を
有
し
、
緑
豊
か
な

山
並
み
と
渡
良
瀬
川
の
流
れ
が
美
し
い
ま
ち

〔
特
産
品
〕「
あ
し
か
が
美
人
」
ブ
ラ
ン
ド
の

農
産
物
（
ト
マ
ト
、
イ
チ
ゴ
、
ア
ス
パ
ラ
ガ

ス
な
ど
７
品
目
）、
ビ
ー
ル
麦
、
大
麦
、
ト

ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
、
そ
ば
、
ワ
イ
ン

〔
観
光
〕
史
跡
足
利
学
校
、
鑁
阿
寺
、
足
利

織
姫
神
社
、
あ
し
か
が
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
、

コ
コ
・
フ
ァ
ー
ム
・
ワ
イ
ナ
リ
ー
、
栗
田
美

術
館

〔
イ
ベ
ン
ト
〕
足
利
花
火
大
会
、
足
利
尊
氏

公
マ
ラ
ソ
ン
大
会
、
足
利
灯
り
物
語
、
節
分

鎧
年
越

足利市

宇都宮市
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わが
を
語
る

市
ま
ち
か
ら
近
い
大
自
然

　

滋
賀
県
の
南
部
に
位
置
す
る
栗
東
市

は
、
国
道
１
号
・
８
号
の
通
過
、
名
神
高

速
道
路
栗
東
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
設

置
に
よ
り
、
古
く
か
ら
交
通
の
要
衝
と

し
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
製
造
業
、

流
通
業
な
ど
数
多
く
の
企
業
が
立
地
す

る
ほ
か
、
京
阪
神
へ
の
通
勤
圏
と
し

て
、Ｊ
Ｒ
栗
東
駅
周
辺
に
は
多
く
の
マ

ン
シ
ョ
ン
や
住
宅
が
立
ち
並
び
ま
す
。

　

こ
れ
と
は
対
照
的
に
、
市
の
南
部
に

は
緑
豊
か
な
山
地
が
広
が
り
、
約

５
０
０
～
６
０
０
ｍ
級
の
山
が
金こ
ん
ぜ勝

山
系
を
形
成
し
て
い
ま
す
。
こ
の
金
勝

山
系
は「
森
林
浴
の
森
日
本
１
０
０

選
」に
選
ば
れ
た
自
然
と
史
跡
の
豊
富

な
美
し
い
地
域
で
、
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー

ス
か
ら
は
、
自
然
に
で
き
た
珍
し
い
形

の
岩
や
国
指
定
史
跡
の
狛こ
ま
さ
か
ま
が
い
ぶ
つ

坂
磨
崖
仏

な
ど
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
私
の

お
す
す
め
は
天て
ん
ぐ
い
わ

狗
岩
。
こ
こ
か
ら
は
、

琵
琶
湖
や
比ひ

ら良
山
系
ま
で
、
雄
大
な
景

色
を
一
望
で
き
、
圧
倒
的
な
自
然
の
力

を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
、
一
度

は
訪
れ
て
い
た
だ
き
た
い
絶
景
ス
ポ
ッ

ト
で
す
。

　

近
く
に
は
、
森
を
活
用
し
た
自
然
共

生
型
ア
ウ
ト
ド
ア
パ
ー
ク
や
、
日
本
最

大
級
の
屋
外
型
ス
ラ
ッ
ク
ラ
イ
ン

パ
ー
ク
が
あ
り
、
令
和
５
年
３
月
に
は

本
市
初
の
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
も

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
市
内
に
は
、
思

い
っ
き
り
体
を
動
か
し
、
自
然
と
戯
れ

る
こ
と
が
で
き
る
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

ス
ポ
ッ
ト
が
い
く
つ
も
あ
り
ま
す
。

　

都
会
の
喧け
ん
そ
う騒

か
ら
離
れ
、
ゆ
っ
く
り

と
し
た
時
間
を
過
ご
し
た
い
人
に
は
、

コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
形
式
の
宿
泊
施
設

「
バ
ン
ガ
ロ
ー
村
」が
お
す
す
め
で
す
。

大
自
然
に
囲
ま
れ
た
中
で
の
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
と
美
し
い
星
空
を
お
楽
し
み

い
た
だ
け
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
緑
豊
か
な
金
勝
エ
リ

ア
は
、
素
晴
ら
し
い
自
然
と
景
色
を
望

む
こ
と
が
で
き
る
、
非
常
に
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
の
高
い
地
域
で
す
。
観
光
、
ス

ポ
ー
ツ
、
教
育
な
ど
の
拠
点
と
し
て
誘

客
が
図
れ
る
よ
う
、
民
間
活
力
を
導
入

し
、
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
を
含
め
た
再
整

備
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

馬
の
ま
ち
栗
東

　

本
市
に
は
日
本
中
央
競
馬
会
の
競

走
馬
を
調
教
す
る
栗
東
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
・
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
ま
す
。
栗
東
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
・
セ
ン
タ
ー
は
昭
和
44
年

に
開
場
し
、
数
々
の
名
馬
を
輩
出
し
て

い
ま
す
。

　

琵
琶
湖
が
滋
賀
県
の
象
徴
で
あ
る

よ
う
に
、「
馬
」
は
栗
東
市
の
象
徴
で
、

本
市
の
重
要
な
地
域
資
源
の
一
つ
で

す
。
ま
ち
の
魅
力
を
高
め
、
ブ
ラ
ン
ド

力
を
よ
り
一
層
強
化
し
て
い
く
た
め

に
は「
馬
の
ま
ち
」と
し
て
の
計
画
的
・

効
果
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
こ
と

が
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
の
具
現
化
の
た

め
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
が
、
引
退
競

走
馬
を
活
用
し
た
栗
東
健
康
運
動
公

園（
ホ
ー
ス
パ
ー
ク
）の
整
備
で
す
。

　
「
栗
東
市
民
憩
い
の
場
の
創
設
」「
民

間
活
力
導
入
に
よ
る
に
ぎ
わ
い
創
出
」

「
馬
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
事
業
の

う
ま
す
ぎ
る
栗
東　
楽
し
い
ま
ち
を
創
る
！

栗り
っ
と
う東
市（
滋
賀
県
）�

 

栗
東
市
長
　
竹た

け
む
ら村

　
健や

す
し

3
天狗岩
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実
施
」「
福
祉
、
教
育
、
商
業
・
観
光
、
環

境
、
防
災
に
資
す
る
取
組
み
の
実
現
」

と
い
う
四
つ
の
コ
ン
セ
プ
ト
の
下
、

パ
ー
ク
内
に
は「
馬
と
の
ふ
れ
あ
い
」

「
自
然
環
境
保
全
体
験
」「
マ
ー
ケ
ッ

ト
」を
テ
ー
マ
と
し
た
三
つ
の
ゾ
ー
ン

を
設
け
る
予
定
で
す
。

　

本
市
の
新
た
な
拠
点
と
な
る
公
園

に
、
地
域
の
人
た
ち
が
集
い
、
緑
に
囲

ま
れ
た
環
境
の
中
で
馬
と
ふ
れ
あ
い

癒
や
さ
れ
る
。
市
民
の
健
康
や
生
き
が

い
づ
く
り
の
場
と
な
る
。
ま
た
、
ま
だ

全
国
的
に
も
知
名
度
が
低
い
本
市
で

す
が
、
こ
の
公
園
を
き
っ
か
け
と
し

て
、
多
く
の
人
を
栗
東
に
呼
び
込
み
た

い
。
そ
ん
な
思
い
を
職
員
と
共
に
語
り

共
有
し
な
が
ら
、
令
和
12
年
度
の
供
用

開
始
を
目
指
し
て
準
備
を
進
め
て
い

ま
す
。

「
こ
こ
に
し
か
な
い
」を 

生
か
す
こ
と

　

市
長
に
就
任
し
、
間
も
な
く
２
年
。

こ
れ
ま
で
、
平
成
19
年
の
新
幹
線
新
駅

の
建
設
中
止
に
よ
り
悪
化
し
た
財
政

の
健
全
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進

め
て
き
ま
し
た
。
一
方
で
、
克
服
し
な

く
て
は
な
ら
な
い
課
題
が
山
積
し
て

い
る
こ
と
も
認
識
し
て
い
ま
す
。
次
の

時
代
に
向
け
て
、
新
し
い
政
策
に
も
着

手
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

政
策
実
現
に
向
け
て
は
、
第
六
次
栗

東
市
総
合
計
画
に
よ
り
推
進
す
る
こ

と
を
基
本
と
し
、
社
会
経
済
情
勢
に
目

を
配
り
つ
つ
、
前
例
踏
襲
主
義
を
排
除

し
、
柔
軟
に
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て

取
り
組
む
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。
従
来
の
手
法
や
価
値
観
に
と

ら
わ
れ
な
い
行
政
運
営
に
よ
り
、
本
市

の
基
盤
、
現
況
を
俯ふ
か
ん瞰
し
な
が
ら
、
ま

ち
の
特
性
、
課
題
、
強
み
、
弱
み
を
分

析
し
、
こ
れ
か
ら
も「
積
極
的
に
先
を

見
据
え
た
新
た
な
時
代
の
栗ま

ち東
づ
く

り
」を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

私
は「
こ
こ
に
し
か
な
い
」
を
生
か

す
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

本
市
に
し
か
な
い
地
域
資
源
は
、
も

の
、
人
、
こ
と
、
自
然
な
ど
多
岐
に
及

び
ま
す
。
こ
れ
を
最
大
限
活
用
し
、「
楽

し
い
ま
ち
を
創
る
」こ
と
に
全
力
を
注

い
で
ま
い
り
ま
す
。

栗東健康運動公園（ホースパーク）イメージ

馬のまち栗東

◆ 

面
積　
　

52
・
69
㎢

◆ 

人
口　
　

７
万
３
９
７
人

◆ 

世
帯
数　
３
万
87
世
帯

〔
将
来
都
市
像
〕
い
つ
ま
で
も
住
み
続
け
た

く
な
る
安
心
な
元
気
都
市
栗
東 

〔
ま
ち
の
特
徴
〕
立
地
特
性
、
自
然
環
境
、

歴
史
文
化
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
恵
ま
れ
た

都
市
と
し
て
、
人
口
増
加
や
産
業
立
地
が
進

み
、
発
展
し
て
き
た
ま
ち

〔
特
産
品
〕
栗
東
い
ち
じ
く
、
目
川
ひ
ょ
う

た
ん
、
馬
グ
ッ
ズ
、
ま
る
っ
ぽ
豆
腐
、
目
川

田
楽

〔
観
光
〕
旧
和
中
散
本
舗
、
金
勝
寺
、
狛
坂

磨
崖
仏
、
九
品
の
滝
、
金
勝
山
ハ
イ
キ
ン
グ

コ
ー
ス
な
ど

栗東市長
竹村　健

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

※面積は国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」に、
　人口・世帯数は「住民基本台帳」による。

大津市
栗東市
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わが
を
語
る

市
　

福
岡
県
の
最
南
端
、
九
州
の
ほ
ぼ
中

央
に
位
置
し
、
西
は
有
明
海
、
東
は
三

池
山
な
ど
の
低
山
に
囲
ま
れ
る
大
牟
田

市
。
鉄
道
や
幹
線
道
路
、
長
崎
と
の
航

路
な
ど
公
共
交
通
ア
ク
セ
ス
が
充
実
し

て
お
り
、
九
州
一
円
ど
こ
か
ら
で
も
訪

れ
や
す
く
、
ま
た
ど
こ
へ
行
く
に
も
便

利
な
ま
ち
で
す
。

炭
鉱
の
歴
史
と
文
化
に 

触
れ
ら
れ
る
ま
ち

　

本
市
は
、
明
治
時
代
以
降
、
三
池
炭

鉱
と
石
炭
化
学
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
の
隆
盛

と
と
も
に
発
展
を
遂
げ
、
日
本
の
近
代

化
に
大
き
く
貢
献
し
た
ま
ち
で
す
。
世

界
文
化
遺
産「
明
治
日
本
の
産
業
革
命

遺
産
」
の
構
成
資
産
で

あ
る
三
池
炭
鉱
宮
原

坑
、
三
池
炭
鉱
専
用
鉄

道
敷
跡
、
三
池
港
を
は

じ
め
、
近
代
化
の
足
跡

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き

る
産
業
遺
産
が
数
多
く

残
っ
て
い
ま
す
。

　

毎
年
７
月
に
は
、
筑

後
地
区
を
代
表
す
る
夏

の
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ

る
、
お
お
む
た「
大
蛇

山
」
ま
つ
り
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
長
さ
約
10
ｍ
、
高
さ
約
５
ｍ
、

重
さ
最
大
３
ｔ
も
あ
る
大
蛇
を
か
た

ど
っ
た
何
台
も
の
山
車
が
、
火
煙
を
吐

き
な
が
ら
街
を
練
り
歩
き
ま
す
。

　

そ
の
ル
ー
ツ
は
江
戸
時
代
ま
で
さ
か

の
ぼ
り
、
３
０
０
年
以
上
の
歴
史
が
あ

る
と
さ
れ
て
お
り
、
大
牟
田
の
誇
り
と

な
っ
て
い
ま
す
。

災
害
か
ら
の
復
旧
・
復
興
と

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

　

令
和
２
年
７
月
豪
雨
災
害
に
お
い

て
、
本
市
の
道
路
は
至
る
と
こ
ろ
で
冠

水
し
、
家
屋
の
浸
水
、
が
け
崩
れ
な
ど

甚
大
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　

発
災
直
後
か
ら
被
災
箇
所
の
応
急
復

旧
を
行
う
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
た
皆

さ
ま
が
、
一
日
も
早
く
安
心
し
た
生
活

に
戻
ら
れ
る
よ
う
、
で
き
る
限
り
市
民

に
寄
り
添
い
な
が
ら
被
災
者
支
援
と
復

旧
事
業
に
全
力
を
挙
げ
て
取
り
組
み
ま

し
た
。

　

現
在
に
お
い
て
も
、
排
水
路
の
拡
張

や
三
川
ポ
ン
プ
場
の
耐
水
化
と
機
能
増

強
を
図
る
と
と
も
に
、
防
災
専
用
の
情

報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
を
新
た
に

構
築
す
る
こ
と
に
よ
る
災
害
対
応
力
を

強
化
、
さ
ら
に
は
、
浸
水
マ
ッ
プ
の
全

戸
配
布
に
よ
る
市
民
の
防
災
意
識
の
喚

起
な
ど
を
行
い
な
が
ら
、
よ
り
災
害
に

強
い
ま
ち
と
な
る
た
め
の
取
り
組
み
を

進
め
て
い
ま
す
。

将
来
を
見
据
え
た 

産
業
の
基
盤
づ
く
り

　

本
市
は
、
か
つ
て
は
石
炭
産
業
を
中

心
に
発
展
し
、
現
在
も
化
学
産
業
を
中

心
に
製
造
出
荷
額
約
３
０
０
０
億
円

（
県
内
第
６
位
）
を
誇
る
産
業
の
ま
ち

で
す
。

　

令
和
４
年
10
月
に
は
、
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
創
出
拠
点
「aurea

（
ア
ウ
レ

ア
）
」
が
オ
ー
プ
ン
し
、
積
極
的
な
誘

致
に
よ
り
Ｉ
Ｔ
関
連
企
業
な
ど
が
進
出

し
て
い
ま
す
。
こ
のaurea

を
核
と
し

て
、
人
や
企
業
の
交
流
促
進
や
デ
ジ
タ

ル
人
材
の
育
成
、
地
域
企
業
へ
の
Ｉ
Ｔ

ま
ち
の
歴
史
や
文
化
、社
会
基
盤
を
活
か
し
た　

未
来
を
見
据
え
た
ま
ち
づ
く
り

大お

お

む

た

牟
田
市（
福
岡
県
）�
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導
入
支
援
な
ど
に
よ

り
、新
た
な
技
術
の

導
入
や
価
値
創
造
を

通
し
た
企
業
の
競
争

力
強
化
や
さ
ら
な
る

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

創
出
に
取
り
組
む
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、令
和
５
年

度
に
は
、九
州
新
幹

線
新
大
牟
田
駅
の

南
側
に
、新
た
な
企

業
立
地
の
た
め
の
産
業
用
地
の
ほ
か
、

に
ぎ
わ
い
交
流
用
地
を
設
け
る
産
業
団

地
を
造
成
し
、
本
年
度
か
ら
産
業
団
地

の
分
譲
を
開
始
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
新
た
な
雇
用
の
創
出
を
は
じ
め
、

商
業
・
サ
ー
ビ
ス
施
設
の
集
積
に
よ
る

に
ぎ
わ
い
を
創
出
し
、
新
大
牟
田
駅
周

辺
を
さ
ら
に
魅
力
あ
る
交
通
結
節
点
に

し
て
ま
い
り
ま
す
。

「
お
お
む
た
ア
リ
ー
ナ
」 

オ
ー
プ
ン

　

令
和
６
年
４
月
に
は
、
市
中
心
部
の

延
命
公
園
エ
リ
ア
に
お
い
て
、「
ス
ポ
ー

ツ
や
運
動
を
通
じ
て
ひ
と
を
健
康
に
、

ま
ち
を
元
気
に
す
る
緑
に
囲
ま
れ
た
総

合
体
育
館
」を
コ
ン
セ
プ
ト
と
す
る
新

総
合
体
育
館「
お
お
む
た
ア
リ
ー
ナ
」

が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
を「
見
る
」「
す
る
」「
支
え

る
」に
着
目
し
、
多
様
な
利
用
者
の
視

点
に
立
ち
、
全
て
の
人
が
使
い
や
す
い

空
間
と
な
っ
て
お
り
、
１
５
０
０
席
を

超
え
る
観
客
席
を
備
え
、
ト
ッ
プ
レ
ベ

ル
の
公
式
戦
の
開
催
が
可
能
と
な
る
ア

リ
ー
ナ
を
は
じ
め
、
多
様
な
ス
ポ
ー
ツ

に
対
応
し
た
施
設
と
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
は
、
各
種
団
体
の
全
国
大
会
や

展
示
会
な
ど
の
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
へ
の

活
用
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

併
せ
て
、芝
生
広
場
や
お
花
見
広
場
、

展
望
の
丘
の
整
備
を
進
め
、
隣
接
す
る

「
大
牟
田
市
動
物
園
」と
同
園
内
の「
と

も
だ
ち
や
絵
本
美
術
館
」
と
と
も
に
、

延
命
公
園
エ
リ
ア
全
体
が
市
民
の
憩
い

と
健
康
づ
く

り
、そ
し
て
、

広
域
的
な
に

ぎ
わ
い
交
流

拠
点
と
し

て
、
大
き
く

生
ま
れ
変
わ

ろ
う
と
し
て

い
ま
す
。

持
続
的
な
発
展
に
向
け
て

　

本
市
を
は
じ
め
、
多
く
の
自
治
体
に

共
通
す
る
課
題
で
あ
る
人
口
減
少
に
対

応
し
て
い
く
た
め
に
は
、
国
が
進
め
る

子
ど
も
・
子
育
て
政
策
の
抜
本
的
強
化

に
適
切
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
本
市

独
自
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
進
め

る
こ
と
に
よ
り
、
次
世
代
を
育
む
若
い

世
代
の
増
加
に
向
け
て
、
若
者
が
安
心

し
て
働
け
る
雇
用
の
場
を
増
や
し
、
子

育
て
や
教
育
環
境
を
充
実
さ
せ
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
、
ま
ち
全
体
で
子
ど

も
の
成
長
と
子
育
て
を
応
援
し
て
い
く

と
い
う
思
い
を
込
め
て
、
本
年
１
月
に

「
大
牟
田
市
子
ど
も
・
子
育
て
応
援
条

例
」
を
施
行
し
、
結
婚
・
妊
娠
か
ら
出

産
・
子
育
て
ま
で
、
切
れ
目
の
な
い
支

援
の
充
実
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
が
安
心
安
全
に
生
活

で
き
、
市
内
外
の
方
に
と
っ
て
魅
力
的

な
ま
ち
を
創
る
と
と
も
に
、
将
来
を
担

う
子
ど
も
た
ち
や
お
孫
さ
ん
た
ち
が
、

こ
の
豊
か
な
大
牟
田
で
安
心
し
て
仕
事

を
し
な
が
ら
生
活
で
き
る
未
来
を
目
指

し
、
前
進
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

イノベーション拠点施設｢aurea｣

令和6年4月にオープンした｢おおむたアリーナ｣

大牟田市長
関　好孝

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

※面積は国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」に、
　人口・世帯数は「住民基本台帳」による。

福岡市

大牟田市

◆ 

面
積　
　

81
・
45
㎢

◆ 

人
口　
　

10
万
５
４
４
１
人
人

◆ 

世
帯
数　
５
万
５
２
４
１
世
帯

〔
将
来
都
市
像
〕
元
気
あ
ふ
れ
る
安
心
快
適

な
未
来
価
値
創
造
都
市
お
お
む
た
～
有
明
海

沿
岸
地
域
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
シ
テ
ィ
～

〔
ま
ち
の
特
徴
〕
九
州
一
円
ど
こ
へ
行
く
に

も
便
利
で
、
炭
鉱
の
歴
史
と
文
化
に
触
れ
ら

れ
る
、
人
が
あ
た
た
か
い
ま
ち

〔
特
産
品
〕
有
明
の
り
、
草
木
饅
頭
、
か
す

て
ら
饅
頭
、
高
菜
漬
け
、
早
生
み
か
ん
、
早

出
し
た
け
の
こ
、
イ
カ
タ
ル
弁
当
、
包
丁
・

日
本
刀

〔
観
光
〕
世
界
遺
産
の
三
池
炭
鉱
関
連
施
設
、

大
牟
田
市
動
物
園
・
と
も
だ
ち
や
絵
本
美
術

館
、
臥
龍
梅
、
定
林
寺
、
三
井
港
倶
楽
部

〔
イ
ベ
ン
ト
〕
お
お
む
た「
大
蛇
山
」ま
つ
り
、

お
お
む
た
港
ま
つ
り
、三
池
港「
光
の
航
路
」、

三
池
初
市


